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極端な降水がより強く、頻繁に！相次ぐ豪雨災害 ～ 平成30年7月豪雨 ～

期間降水量分布図
（6月28日0時～7月8日24時）

期間降水量と平年値（7月）との比較図
（6月28日0時～7月8日24時）

岡山県内では1.5～3倍もの降水量



平成30年7月豪雨が発生した際の大気の流れの特徴
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アメダスが観測した1時間
降水量50mm以上の年間
発生回数（1976～2018年）
増加しています

※気象庁では１時間に50mm以上
80mm未満の雨を「非常に激しい雨」、
80mm以上の雨を「猛烈な雨」と表現
しています。

アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化

☆観測回数の長期的な増加・減少傾
向には「地球温暖化」が影響している
可能性がある

日降水量1.0ミリ以上の年間日
数（雨日数）は減少傾向
（統計期間1900-2018）

棒グラフ（緑）は各年の年間発生回数を示す（全国のアメダス
による観測値を1000地点あたりに換算した値）。直線（赤）は
長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。



岡山における重大な自然災害例
【 強風害（竜巻）】

平成21年7月19日 美作市

【 洪水害 】

岡山県提供「岡山の水害」より

平成１０年１０月1８日
赤磐市（旧吉井町）

【 土砂災害 】

平成16年10月20日 玉野市宇野

【 高潮害 】

平成１６年８月３０日 倉敷市玉島

【 浸水害 】

平成２３年９月３日 玉野市田井

玉野市提供

岡山県で発生した気象災害例

岡山河川事務所提供

「台風１６号による被害状況」より
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http://www.jma.go.jp/jma/
http://www.jma.go.jp/jma/


大雨の
数日
～

約1日前

気象状況 気象庁の情報

雨が降り始める

大雨の
数時間～
２時間
程度前

広い範囲で
数十年に一度の

大雨

大雨の
半日～
数時間前

数日後までに
警報級の現象発生の
可能性が予想され、大
雨の可能性が高くなる

雨が強さを増す

大雨となる

大雨が一層
激しくなる

警報級の
可能性

大雨注意報

大雨警報

大雨
特別警報

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町村単位
で発表

市町村単位
で発表

市町村単位
で発表

・最新の情報を把握して、災害に備えた
早めの準備
・避難行動に支援を必要とする方は、早め
の避難

・気象情報やハザードマップを確認
・心構えを一段高める
・土砂災害警戒区域等の危険な箇所を把握
・避難場所や避難経路を確認

・避難しようとした時に屋外に出るとかえって
生命に危険が及ぶと判断した場合は、屋内の
高いところで、山からできるだけ離れた頑丈な
部屋等で待避

・自治体が発表する避難に関する情報に
留意し、速やかに避難

住民の行動(例)市町村の行動(例)
・心構えを一段高める
・職員の連絡体制を確認
・今後の気象状況に注意

・災害準備体制
（連絡要員を配置、防災気象情報を把握）

・必要地域に避難準備･高齢
者等避難開始

・必要地域に避難勧告
・災害対策本部設置

・必要地域に避難指示(緊急)

・特別警報の住民への周知
・避難指示(緊急)等の対象区域を
再度確認

・災害注意体制
（避難準備・高齢者等避難開始の発令を
判断できる体制）

・災害警戒体制
（避難勧告の発令を判断できる体制）

気象情報
（随時）

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

危
険
度
分
布
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段階的に発表する防災気象情報の活用例



警報・注意報発表基準一覧表（岡山市）

※発表基準値一覧表は気象庁
HPでご覧になれます。

気象庁は、気象要素(表面

雨量指数、土壌雨量指数、
流域雨量指数、風速、波の
高さ、潮位など)が基準に達

すると予想した区域に、警
報・注意報を発表します。

この基準は、災害の発生と
気象要素の関係を調査した
上で、都道府県などの防災
機関と調整して決めています。

基準は地域ごとに異なって
おり、災害発生状況の変化
や防災対策の進展を考慮し
て、適宜見直しています。
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気象情報
警報・注意報に先立つ注意喚起や警報・注意報の補足
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気象情報 ※発表内容の
確認が必要！

気象情報には、大雨に関する気象情報、
突風や落雷に関する気象情報、
台風に関する気象情報など

を発表しています。
気象情報の発表例

平成２９年 台風第１８号に関する岡山県気象情報 第９号
平成２９年９月１７日２０時００分 岡山地方気象台発表

平成２９年 台風第１８号に関する岡山県気象情報 第９号
平成２９年９月１７日２０時００分 岡山地方気象台発表
（見出し）
岡山県では土砂災害警戒情報が発表されている市町村があります。土砂災害 に厳重に警戒してください。
（本文）
大型の台風第１８号は、１７日１９時には高知市付近の北緯３３度３５分 、東経１３３度４０分にあって、１時間におよそ４０キロの速さで北東

へ進 んでいます。中心の気圧は９７５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は３０メートル、最大瞬間風速は４５メートルで中心の南東側１９０
キロ以内と 北西側１３０キロ以内では風速２５メートル以上の暴風となっています。

岡山県では、暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定となっているため、南部では非常に激しい雨の降っている所があり
ます。非常 に激しい雨は１７日夜遅くにかけて続き、雷を伴う所があるでしょう。

岡山県では、すでに土砂災害警戒情報が発表されている市町村があります。土砂災害に厳重に警戒してください。また、浸水害、河川の増
水や氾濫に も警戒してください。

竜巻などの激しい突風や落雷にも注意が必要です。発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど、安全確保に努
めてください。

台風は１７日夜遅くにかけて、岡山県に最接近する見込みです。岡山県では、１８日未明まで風が非常に強く吹き、海上では１７日夜遅くに
かけて猛 烈な風が吹くでしょう。１８日未明まで、暴風や高波に警戒してください。
台風の接近が潮位の高い時期と重なりますので、１７日夜遅くにかけて高潮に警戒してください。
平成２８年１０月２１日の鳥取県中部の地震に伴い、揺れの大きかった一 部の市町では、大雨警報・注意報について通常基準より引き下げ

た暫定基準で運用しています。
＜雨の予想＞
１７日１８時から１８日１８時までの２４時間降水量は、多い所で 南部、北部ともに １４０ミリ
１７日に予想される１時間降水量は、多い所で 南部、北部ともに ６０ミリ
１８日に予想される１時間降水量は、多い所で 南部 １０ミリ 北部 ２０ミリ

＜風の予想＞
１７日に予想される最大風速（最大瞬間風速）は 南部 陸上 ２５メートル（３５メートル）海上 ３０メートル（４０メートル）

北部 ２５メートル（３５メートル）
１８日に予想される最大風速（最大瞬間風速）は 南部 陸上 ２０メートル（３５メートル）海上 ２５メートル（３５メートル）

北部 ２０メートル（３５メートル）
＜波の予想＞
１７日に予想される波の高さ 南部 ３メートル １８日に予想される波の高さ 南部 ２．５メートル

＜防災事項＞
土砂災害、浸水害、河川の増水や氾濫、暴風、高波、高潮、竜巻などの激 しい突風、落雷
今後の台風情報や、気象台が発表する警報、注意報、竜巻注意情報、気象情報などに留意してください。
次の「平成２９年 台風第１８号に関する岡山県気象情報」は、１８日０ 時３０分頃に発表する予定です。

※発表内容の
確認が必要！

8



○○市 今後の推移（ 警報級 注意報級）
備考

警報・注意報等
7日 8日

18時21時 0時 3時 6時 9時 12時15時18時

大雨

雨量(ミリ) 10 30 60 60 50 30

（浸水害） 浸水注意

（土砂災害） 土砂災害注意

洪水 （洪水害）

雷 竜巻、ひょう

気象庁は、危険度の高まり等を伝える「気象警報」等を提供し、それを受けて市町村職員や
住民が「危険度を色分けした時系列」や「メッシュ情報（危険度分布）」等によって
自らの地域に迫る危険の詳細を我が事感と納得感を持って把握できる仕組みを構築し、
市町村長の避難勧告等の判断を支援し、住民の主体的避難を促進することを目指します。

危険度が高まる時間帯と場所

危険度の高まる
タイミングや
エリアを確認

大雨注意報

危険度の高まりを伝える

等

市町村危険度の
高まり等を
伝える

記録的短時間
大雨情報 市町村長の避難勧告等の判断を支援

住民の主体的避難を促進

大雨警報

住 民

実況を迅速に伝える

危険の詳細を把握

警報（危険度の時系列）
警報級の可能性

可能性が高くなくともその発生
のおそれを積極的に伝える

等

高
危
険
度
低

警報の危険度分布
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いつ

どこで

自らの地域に迫る危険を把握できる仕組み
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気象警報・注意報の発表状況
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今出水期から
「早期注意情報」と
名称変更
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気象庁では、
警報等と合わせて、どこで
危険度が高まっているか
視覚的に確認できるよう
危険度分布も提供。

土砂災害警戒判定メッシュ情報
（大雨警報（土砂災害）の危険度分布） 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布

大雨 大雨の降っている場所は
気象レーダーで把握可能

（しかし、災害の発生する
場所・時間とは、

必ずしも一致しない。）

高解像度降水ナウキャスト(雨量分布)

雨量分布から災害発生の危険度分布へ
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土砂災害
浸水害 洪水害
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土砂災害警戒判定メッシュ情
報は、土砂災害警戒情報及
び大雨警報等を補足する情
報です。
1km四方の領域（メッシュ）ご

とに土砂災害発生の危険度
を5段階に判定した結果を表
示しています。

避難にかかる時間を考慮して、
危険度の判定には2時間先ま

での土壌雨量指数等の予想
を用いています。
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土砂災害警戒判定メッシュ情報



大雨警報（浸水害）の危険
度分布は、大雨警報（浸水
害）を補足する情報です。短

時間強雨による浸水害発生
の危険度の高まりの予測を
示しており、大雨警報（浸水
害）等が発表されたときに、
どこで危険度が高まるかを
面的に確認することができま
す。

１時間先までの表面雨量指
数の予測値が大雨警報（浸
水害）等の基準値に到達し
たかどうかで、危険度を５段
階に判定し、色分け表示し
ています。
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大雨警報（浸水害）の危険度分布



洪水警報の危険度分布は、洪水警
報を補足する情報です。

指定河川洪水予報の発表対象では
ない中小河川（水位周知河川及びそ
の他河川）の上流域に降った雨によ
る洪水害発生の危険度の高まりの

予測を示しており、洪水警報等が発
表されたときに、どこで危険度が高

まるかを面的に確認することができ
ます。
３時間先までの流域雨量指数の予
測値が洪水警報等の基準値に到達

したかどうかで、危険度を５段階に判
定し、色分け表示しています。
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洪水警報の危険度分布



色 色の持つ意味
内閣府「避難勧告等に関するガイドライン」の
発令基準に対応する避難情報

土砂災害 浸水害 洪水害

濃い
紫

極めて危険
警報基準を大きく超過した

基準にすでに到達
避難指示(緊急)

薄い
紫

非常に危険
警報基準を大きく超過した
基準に到達すると予測

避難勧告
氾濫注意水位等を
越えていれば
避難勧告

赤
警戒

（警報級）
警報基準に
到達すると予測

避難準備・
高齢者等避難開始

避難準備・
高齢者等避難開始

水防団待機水位等を
越えていれば
避難準備・

高齢者等避難開始

黄
注意

（注意報級）
注意報基準に
到達すると予測

－ 今後の
情報等に留意

危険度分布の色に応じた避難情報（まとめ）

避難情報や避難行動との関係の詳細は、「危険度分布の色に応じた住民等の行動の例」参照。

濃い紫が出現してからでは、重大な災害がすでに発生している可能性が高い極めて危険な状況と
なることから、できる限り早めの避難を心がけ、遅くとも薄い紫が出現した段階で、（洪水害については
河川水位などの現況も確認した上で）速やかに避難開始の判断をすることが重要です。
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※ 破線は60分先までの予測値を表す。写真は日田市職員提供。

平成29年7月5日 日田市鈴連町
小野川の「洪水警報の危険度分布」の危険度（色）

22時17時 18時 19時 20時 21時12時 13時 14時 15時 16時

小野川の「流域雨量指数」

「極めて危険」（濃い紫色）が出現した段階では、
すでに氾濫した水により道路冠水等が発生して避難が
困難となっているおそれがあります。中小河川の水位
上昇は極めて急激なため、遅くとも、更なる水位上昇の
見込みを示す「非常に危険」(薄い紫色)が出現した
時点で、水位計・監視カメラ等で河川の現況も確認し、
速やかに避難開始の判断をすることが重要です。

14:30 流域雨量指数=8.1 15:00 流域雨量指数=9.8

15:30 流域雨量指数=11.6 18:00 流域雨量指数=13.4

洪水警報の危険度分布の色と現場の状況の例

すでに避難が
困難な状況

すでに避難が
困難な状況

急激に上昇

警報基準

注意報基準

警報基準を大きく超過した基準
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インタ－ネット防災情報提供システム 気象庁ホｰムペｰジ

インタ－ネット防災情報提供システム URL https://bosai.jmainfo.go.jp/
についてはIDとパスワ－ドが必要です。
IDとパスワ－ドは県・市町村をはじめ防災関係機関には配布済みです。
（不明な場合は気象台へお問い合わせください）

防災気象情報の入手先（気象庁のシステム）
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気象庁ホ－ムペ－ジは
どなたでもインタ－ネットで
見ることができます。
https://www.jma.go.jp/
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「岡山地方気象台」のトップページで、
「警報の危険度分布」
このバナーをクリック！

https://www.jma-net.go.jp/okayama/index.html

表示された「QRコード」を
スマートフォンで読み取るだけ！
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